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6３平井・中木・小森：液液抽川におけるノズルの影響について
（Ｈ､Ｔ・ひ)oc/"α＝９８（Ｕと/ＵＤ)''･５
である。
いずれの場合も分散ノズルの孔径および個数が（ＨＴ.Ｕ､)ｏｃに大きな影響を与えることは事実であ
り，液滴形成にも密接に関係していることは明らかである。
本研究ではシュミット数についての検討を控えたし，流量比（ＤＣ/Ｕ､）を使用したが，これはレイ
ノルズ数の比のごとぎ無次元項に置換えて考慮する必要があると思う。よって（ＨｍＵ.)ｏｃとシュミ
ット数やレイノルズ数の関係，境膜物質移動係数に関する研究および分散ノズルの孔径や個数につい
ての詳細な研究を進める予定である。
（附記）本研究に要した費用の一部は文部省科学研究費によった。なお本研究は佐古文男，坂本英
明，蝋清登志夫，北村忠捷の諸君の協力をえた。記して感謝の意を表します。
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